
（運用基準　様式３）

１　事業内容

３　評価結果

　　次表のとおり
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2
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事務局

議事内容
　(1)評価の実施（提案書記載内容の評価）
　(2)最優秀提案者（事業候補者）及び次点の確定、全提案者の順位確定

　平成28年11月８日（火）午後２時00分から午後３時40分
　総務局A会議室（市庁舎３階）

　評価委員５人出席
充足率

５／５

　新市庁舎及び隣接する横浜アイランドタワーでは、エネルギーの合理的かつ効率的な利用の推進、地球温暖化の防止、
大気汚染の防止等の環境負荷の低減を図り、安全な都市を実現するため、熱供給事業法に基づく「地域冷暖房」を導入
し、「横浜市北仲通南地区熱供給事業」として、熱供給事業者から空調で利用する熱（冷水、温水等）の供給を安定的、継
続的に受けるものです。

　　東京都市サービス株式会社

４　評価基準、評価委員会の開催経過等については、次のとおりです。

○評価委員会開催経過

提案者

　東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社

　株式会社シーエナジー

評価点数（500点満点）

478.00

403.00

397.10

　総務局管理課新市庁舎整備担当

２　最優秀提案者（事業候補者）

委員会開催日
及び開催場所

平成28年12月1日

「横浜市北仲通南地区熱供給事業」公募型プロポーザル評価結果

　　横浜市北仲通南地区熱供給事業について、公募型プロポーザル方式により事業者からの提案内容を評価した結果、
次のとおり最優秀提案者（事業候補者）を特定しました。

　　総務局総務部管理課

評価委員の
出席状況

　東京都市サービス株式会社



評価項⽬・評価基準 

項⽬ 
記⼊⽅法及び提案の要点   

※評価は下線のある項⽬で⾏います。 
※下線のない項⽬は、評価及び契約時等の根拠、参考として⽰してください 

提案様式 評価項⽬ 評価基準・評価値 配点 
(注 1) 

経済性 
【熱料⾦】 
(1) 事業説明資料の条件に基づき、料⾦体系のとおり各基本料⾦単価（円／

MJ／h）（税抜き）、従量料⾦単価（円／MJ）（税抜き）を⽰してくださ
い。 

 
(2) 事業説明資料【別紙５「熱供給⽅式・熱供給条件」５(3)計画供給量】

の表に⽰す熱負荷条件に基づき、(1)の単価から計算される横浜市及び横
浜アイランドタワー管理組合が⽀払う熱料⾦の年間⽀払総額（新市庁舎と
横浜アイランドタワー両施設の合計熱料⾦※蒸気を除くものとします。）
（税抜き）（以降「提案価格」という。）を⽰してください。 

 
(3) 燃料調整に必要な1MJの熱製造に必要なガス単位量（m3／MJ）、電気

単位量（kWh／MJ）を⽰してください。その他、提案様式１に記載の事
項を記⼊してください。 

 

提案様式１ 熱料⾦の年間
⽀払総額 
 

提案価格が低価格である提案を評価する。 
 
評価値 ＝ ( 基準価格 － 提案価格 ) ÷ ( 基準価格 － 設定価格 ) × (配点※加算点は含まない) 
 

※ 基準価格を 630,000,000 円（税抜き）とする 
※ 設定価格を 500,000,000 円（税抜き）とする 
※ 提案価格が基準価格と同じ場合は、評価値は０点とする 
※ 提案価格が設定価格以下の場合は、評価値は満点とする 
※ 提案価格が基準価格を超えた場合は、その事業者は特定しない 
 
※ 提案価格が 597,000,000 円未満（税抜き）の場合は「10 点」を加算する。 
※ 評価値は、⼩数点以下第 3 位を切り捨てとする。 

５０ 
うち加算点１０ 

信頼性 
【類似事業の実績】 

熱供給事業法に基づく地域冷暖房、または、熱供給設備の設置から運営管理
まで⼀貫して⾏い、１か所以上の建物等へ熱供給を⾏っている実績（熱供給開
始から 3 年以上の実績があり、本事業の公表時点で継続されているものを対
象とします。）を⽰してください。 
(1) 地域冷暖房の実績をすべて⽰してください。 
《確認⽅法》 

「熱供給事業便覧」（平成 26 年版）（⼀般社団法⼈⽇本熱供給事業協会）、
または、経済産業省資源エネルギー庁がホームページで公表する「登録熱
供給事業者⼀覧」で確認します。 

 
以下は(1)の実績がない場合 
(2) 加熱能⼒10GJ／h以上の熱供給設備の設置から運営管理まで⼀貫して⾏

い、１か所以上の建物等へ熱供給を⾏っている実績（熱供給開始から 3 年
以上の実績があり、本事業の公表時点で継続されているものを対象としま
す。）を 3 件まで⽰してください。⽰す実績は「加熱能⼒の⼤きいもの」
を優先して⽰してください。 
（共同企業体、特定⽬的会社としての実績は評価しません。） 

  
《確認⽅法・添付資料》 
  ⽰した実績が(2)に記載の要件を満たしていることを証明できる資料を

添付してください（正本、副本のみに添付してください）。契約書等を証明
の資料とする場合は、個⼈情報、守秘義務等に該当する情報などは⿊塗り等
を可としますが、要件を満たしていることを確認できない場合は評価の対
象としません。 

 

提案様式２ 地域冷暖房、
熱供給の事業
の実績 

類似事業の規模、実績数 
・地域冷暖房の実績が⼗分にある   ７点 
・地域冷暖房の実績がある      ５点 
・熱供給の実績が⼗分にある     ３点 
・熱供給の実績がある        １点 
・上記以外             ０点 
 
※（1）と（2）の重複評価及び加点は⾏いません。 
※ 実績の確認は、「記⼊の⽅法及び提案の要点」に記載の⽅法で⾏います。 
 
 
＜具体的評価＞ 
・地域冷暖房の実績が２件以上            
・地域冷暖房の実績が１件              
・下記のいずれかに該当した場合           

●熱供給の事業で加熱能⼒ 21GJ/ｈ以上の継続中の実績がある 
●熱供給の事業で 2 件以上（加熱能⼒ 10GJ／ｈ以上）の継続中の実績がある 

・熱供給の事業で 1 件（加熱能⼒ 10GJ／ｈ以上）の継続中の実績がある     
・上記以外                     
 

７ 

注 1）配点は評価委員一人あたりの点数 
注 2）評価結果は評価委員 5 人の合計点（100 点×５委員＝500 点満点）により決定する 



【ＩＳＯ9001】 
(3) ＩＳＯ9001 の認証取得の有無について記⼊してください。 
《確認⽅法・添付資料》 

認証機関による認証書の写しを添付してください。 
（正本、副本のみに添付してください） 

ISO9001 の
認証取得 

ＩＳＯ9001 認証取得の有無 
・取得済み        １点 
・取得無し        ０点 

１ 

【ＩＳＯ14001】 
(4) ＩＳＯ14001 の認証取得の有無について記⼊してください。 
《確認⽅法・添付資料》 

認証機関による認証書の写しを添付してください。 
（正本、副本のみに添付してください） 

ISO14001
の認証取得 

ＩＳＯ14001 認証取得の有無 
・取得済み        １点 
・取得無し        ０点 

１ 

【安定供給性・保守管理計画・監視体制・事業継続計画】 
(5) 熱供給を安定して継続するための⽅針、対策及び事業継続計画に 
 ついて記⼊してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案様式３ 安定供給性 
事業継続計画 

熱供給を安定して継続するための⽅針、対策及び事業継続計画 
・⼤変優れている     ７点 
・優れている       ４点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
熱供給を安定して継続するための⽅針、対策及び事業継続計画について、次の内容の記載があ
る場合は評価する。 
① 運営に係わる管理体制表、または組織、体系図が記載されている。 
② 中⻑期の保守計画、修繕計画について記載されている。 
③ 更新時の安定供給に配慮された記載がされている 
④ 点検記録を活⽤するなど予防保全への取組みが記載されている。 
⑤ 熱供給設備の耐震対策について記載されている。 
⑥ 通常時の不具合、故障等に対して、熱供給を継続させるための熱供給設備の⼆重化、バック

アップについて記載されている。 
⑦ 運営において会社全体のバックアップ体制がある事が記載されている。 
⑧ 運営における安全管理⽅法が記載されている。 
⑨ 新市庁舎、YIT の電気主任技術者と連絡、調整を⾏う事が記載されている。 
⑩ 新市庁舎、YIT との中央監視、防災管理センターとの連絡⽅法、体制が記載されている。 
⑪ ⾮常時などを想定した研修、訓練を定期的に⾏う事が記載されている。 
⑫ ⾮常時などの熱供給の対応⽅法が記載されている。 
⑬ ⾮常時などの電⼒供給の対応⽅法が記載されている。 
⑭ ⾮常時の熱または電⼒の供給継続のみを⽬的とした設備のシステムが計画されている。 
⑮ 事業者⾃⾝の事業継続計画（ＢＣＰ）として有効な対策が記載されている。 
⑯ 運転監視、保守に関して必要な⼈員を確保することが記載されている。 
⑰ 設備の事故、誤操作等防⽌のため現場表⽰、整理整頓などの⼯夫について記載されている。 
⑱ 運営連絡会にて連絡、報告するなど需要家との協⼒に関する事項が記載されている。 
⑲ その他評価できる提案がされている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 



環境性 
【総合エネルギー効率（総合ＣＯＰ）】 
(1) 熱源システムの総合エネルギー効率（以降「提案ＣＯＰ」という。）（⼩

数点以下第２位まで）を⽰してください。 
《算出⽅法》 

社団法⼈空気調和・衛⽣⼯学会「設備システムに関するエネルギー性能
計測マニュアル（SHASE-M 0007-2005）」を参照してください。 
※総合ＣＯＰ算出の補⾜事項 
・新市庁舎及びＹＩＴに供給する熱媒体すべてを対象とします。 

ただし、ＹＩＴ側に設置の蒸気設備は除くものとします。 
・消費電⼒には、専有室にＤＨＣ⼯事にて設置する照明、コンセント、フ

ァンの電⼒も含みます。省エネルギーを踏まえた運⽤等を考慮して良
いです。 

・ＣＧＳによる発電電⼒は、消費電⼒から差し引いて良いです。 
・導管による熱ロスを考慮してください。 
・電気のエネルギー換算値は、9.76MJ/kWh とします。 
・ガスの単位発熱量は、45ＭJ/N ㎥とします。 

 
(2) 事業説明資料【別紙５「熱供給⽅式・熱供給条件」５(3)計画供給量】

の表に⽰す熱負荷条件における年間 CO₂排出量を⽰してください。 
※CO₂排出係数は、電気︓0.505kg-CO₂／kWh、ガス︓2.29kg-CO₂／N

ｍ³とする。 

提案様式４ 熱源システム
の総合ＣＯＰ 

熱源システムの総合ＣＯＰが⾼い提案を評価する。 
 
評価値 ＝（ 提案ＣＯＰ － 1.10 ）÷（ 設定ＣＯＰ － 1.10 ）×（配点） 

    
※ 設定ＣＯＰは 1.50 とする。 
※ 提案ＣＯＰが設定ＣＯＰ以上の場合は満点とする。 
※ 提案ＣＯＰが 1.10 の場合は０点とする。 
※ 提案ＣＯＰが 1.10 未満の場合は、その事業者は特定しない 
※ 評価値は、⼩数点以下第 3 位を切り捨てとする。 

１５ 

【環境負荷低減・省エネルギー対策】 
(3) 本事業における環境負荷低減策、省エネルギー対策を記⼊してください。 

環 境 負 荷 低
減、省エネル
ギー対策 

環境負荷低減策、省エネルギー対策の⼿法、取組み 
・⼤変優れている     ５点 
・優れている       ３点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
環境負荷低減策、省エネルギー対策の⼿法、取組みについて、次の内容の記載がある場合は評
価する。 
① 運転の効率化を図るための BEMS や○○システム、○○ソフト、⼿法などの具体的なツー

ルの記載があり、活⽤する事が記載されている 
② CGS を効果的に運転することが記載されている。 
③ 蓄熱槽を効果的に活⽤することが記載されている 
④ 燃料電池の排熱の有効な活⽤⽅法について記載されている。 
⑤ フリークーリングを効果的に活⽤する事が記載されている。 
⑥ 運営連絡会などで省エネ等について需要家と連携、協⼒することが記載されている。 
⑦ 施⼯時の CO₂排出量削減や、ライフサイクル CO₂削減の取組みについて記載されている。 
⑧ 産業廃棄物の削減、⼤気汚染防⽌策などについて記載されている。 
⑨ 熱源システムの効率維持に関する⼿法、取組みが記載されている 
⑩ デマンドレスポンスに積極的に協⼒することが記載されている。 
⑪ 先進的な設備を導⼊することが記載されている 
⑫ エネルギー管理⼠が運営管理の実務に関与する事が記載されている。 
⑬ その他評価できる提案がされている 
 
 
 
 
 

５ 



設備計画性 
【設備計画性・維持管理性・更新性への配慮】 

事業の熱供給設備のシステム構成、機器仕様（名称、能⼒程度）、特徴など
を具体的に記⼊した上で、維持管理性や更新性への配慮について、また、DHC
機械室等と上下階の配置関係を考慮した技術的所⾒を記⼊してください。 
 
 
  
 
 

提案様式５ 設備計画性 
維持管理性 
更新性への配
慮 

設備計画上の配慮、維持管理性や更新性への配慮 
・⼤変優れている     ７点 
・優れている       ４点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
設備計画による維持管理性や更新性への配慮について、次の内容の記載がある場合は評価する。 
① 耐久性、維持管理性に優れた機器を使⽤することが記載されている。 
② 搬出⼊⼝等の位置関係と整合した搬出⼊経路の確保について記載されている。 
③ ⽇常の維持管理を考慮した機器配置、メンテナンススペースを確保することが記載されて

いる。 
④ 設備の更新時を考慮した予備スペースについて記載されている。 
⑤ 運⽤時の柔軟性を⾼めるための熱供給設備の⼆重化、バックアップが記載されている 
⑥ 当初計画時から維持管理、更新を考慮した設えの⼯夫を⾏うことの記載がされている 
⑦ エレベーター搬⼊できる機器等の採⽤について記載されている。 
⑧ 機器搬出⼊時のクレーン設置による周辺への影響を軽減するための計画について記載され

ている。 
⑨ 需要家所管設備との⼲渉を避け、お互いの管理性に配慮することの記載がされている。 
⑩ 共⽤部に設置する設備の点検時等を⾒越し、上下階、設置個所の周辺状況などに配慮する

ことの記載がある。 
⑪ 機械室から下階への浸⽔が起きないよう対策することが記載されている。 
⑫ 設備運転時の振動、騒⾳が上下階に伝播しないよう、事前検証を⾏ったうえで対策するこ

とが記載されている。 
⑬ 熱供給設備の完成時に、設備運転時の振動、騒⾳を計測し要求⽔準を満たしている確認す

ることが記載されている。 
⑭ その他評価できる提案がされている。 
 
 

７ 



施⼯計画 
【施⼯計画】 

本事業を適切に進めるための設計、施⼯時の取り組み⽅針、施⼯計画、およ
び⼈員配置を含めた事業実施体制などを記⼊してください。 

また、本事業と新市庁舎の本体⼯事スケジュール（実施設計、⼯事、試運転、
運⽤）に係る技術的所⾒を記⼊してください。 
 
 
 
 
 
 
 

提案様式６ 施⼯計画 設計、施⼯時の取り組み⽅針、施⼯計画、事業実施体制など 
・⼤変優れている     ３点 
・優れている       ２点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
設計、施⼯時の取り組み⽅針、施⼯計画、事業実施体制などについて、次の内容の記載がある
場合は評価する。 
① 本事業を本体⼯事と連携、協⼒して進めることの記載がある 
② 設計における品質確保（調査、所掌区分整理、設計基準など）についての記載がある 
③ 品質に係わる管理体制表、または組織、体系図が記載されている。 
④ 施⼯図、総合図などの作成について、協⼒して作成することが記載されている。 
⑤ 施⼯における検査、試験⽅法等の品質管理の⽅法が記載されている。 
⑥ 安全に係わる管理⽅法、体制表などが記載されている。 
⑦ 施⼯における騒⾳、振動防⽌対策が記載されている。 
⑧ 設計成果物、⼯事完成図書など成果品に関する⼯夫について記載されている。 
⑨ 連携連絡会などで需要家と連携、協⼒することが記載されている。 
⑩ 本事業の実施設計から完成、熱供給開始までの⼯程が記載されている。 
⑪ 施⼯開始前に熱供給事業法の登録を⾏うことが記載されている。 
⑫ 本体⼯事における受電時期、引渡し⽇と整合した試運転調整時期が記載されている。 
⑬ ⼯事⼯期短縮のための合理化⼯法やユニット⼯法などの具体的な取り組み⽅法や⼯夫、検

討事項が記載されている。 
⑭ 設計におけるスケジュール管理、遅延防⽌対策などが記載されている 
⑮ 施⼯における⼯程管理⽅法、体制、⼯事遅延防⽌対策などが記載されている。 
⑯ その他評価できる提案がされている 
 
 

３ 



 
【横浜アイランドタワー（ＹＩＴ）既存設備との切替計画】 

ＹＩＴ内の⼯事について既存設備との切替計画（⽅法、⼿順等）、施設への
影響軽減対策などを記⼊してください。 
 
 
 

提案様式７ ＹＩＴ切替計
画 

ＹＩＴ切替計画、施設への影響軽減対策 
・優れている       ２点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
ＹＩＴ内の⼯事について既存設備との切替計画（⽅法、⼿順等）、施設への影響軽減対策などに
ついて、次の内容の記載がある場合は評価する。 
① 切替に際しての制約や課題が把握され記載されている。 
② ＹＩＴ内における⼯事の⼯期短縮について記載されている 
③ 既存設備との切替作業時において、空調停⽌に関する運営への影響の軽減対策について記

載されている。 
④ ⼯事期間中の平⽇⽇中の施設運営への影響軽減対策が記載されている。 
⑤ 設備の切替⼿順、仮設計画について記載されている。 
⑥ ＹＩＴの施設管理者と連絡、調整を密に⾏う事が記載されている。 
⑦ 事前調査の実施について記載されている。 
⑧ 振動、騒⾳による施設運営への影響軽減対策について記載されている。 
⑨ 切替に伴うコスト（設備使⽤料）の削減について記載されている。 
⑩ その他評価できる提案がされている。 
 
 

２ 

地域貢献性 
【地域貢献及び現場周辺の環境保全】 

地域の経済活動の活性化に関する取組み等について提案してください。ま
た、周辺の環境や景観に配慮した建設現場のイメージアップ、本事業に対する
市⺠の関⼼向上に関する取組み等について提案してください。 

提案様式７ 地域貢献及び
現場周辺の環
境保全などに
おける取組み 

地域貢献及び現場周辺の環境保全などにおける取組み 
・優れている       ２点 
・やや優れている     １点 
・上記以外        ０点 
 
＜具体的評価＞ 
地域貢献及び現場周辺の環境保全などについて、次の内容の記載がある場合は評価する。 
① 本事業の設計において市内企業を活⽤する事が記載されている。 
② 本事業の⼯事において市内企業を活⽤する事が記載されている。 
③ 本事業の運営において市内企業を活⽤する事が記載されている。 
④ 地域経済の活性化に関する提案について記載されている。 
⑤ 地域冷暖房を対外的に周知、PR する活動または協⼒についての記載がされている。 
⑥ 本事業の設備の⾒学会等に対応することを配慮した計画とすることが記載されている。 
⑦ 現場周辺の清掃活動などイメージアップ活動を⾏うことが記載されている。 
⑧ その他評価できる提案がされている。 
 
 
 

２ 

評価値 
   ※経済性（５0 点）を除いて合計 1０点を獲得できなかった事業者は特定しない。 

※経済性で提案価格が基準価格を超えた場合は、その事業者は特定しない。 

※環境性で提案ＣＯＰが 1.10 未満の場合は、その事業者は特定しない。 

100 

(注 2) 

 




